
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 
 

県立岩槻北陵高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 普通科 
R4.5.1 

生徒数 

(男) 207 

(女) 181 
計 388 

アクセス 東武アーバンパークライン豊春駅より徒歩１８分 

＜目指す学校像＞ 

地域の信頼に応え、節度と規律を重んじ、新たな自分の創造に向け、主体的に学び続ける生徒を育む学校 

＜教育課程等＞※１ 

・少人数学級編制、１学級３０名前後で細かな指導、さらに英・数で習熟度別授業を展開 

・バランスの良い教育課程で、英・数・国・理・社・体育・芸術を３年間継続学習 

・「学び直し」でつまずき解消。英・数・国は特別な教材を使用し、基礎を固めます。 

・「スタディサプリ」導入による動画配信・到達度テストの実施 

・３年次の大学進学・就職希望２つのコース設定で、一人ひとりに応じた進路保証 

＜本校が求める生徒＞※２ 

岩槻北陵高校で「学び直したい」「得意なものを伸ばしたい」生徒 

＜学校行事＞ 

・学年開き活動（１年）で人間関係づくりをサポートします。 

・民泊体験修学旅行（２年）で、人々との交流や体験を通じて人間性を磨きます。 

・インターンシップ（２年）を実施し、職業体験を通じて自己実現を目指します。 

・体育祭（５月）、文化祭（９月）など、学年の枠を超えた４つの色別「団対抗」で競い合い、人間関係

を深めます。 

＜部活動＞ 

バドミントン部：学校総合体育大会南部地区予選１３位、県大会出場 

サッカー部  ：全国高等学校サッカー選手権大会埼玉県大会出場 

        高円宮杯 U-18 サッカーリーグ埼玉南部支部出場 

        学校総合体育大会兼高校総体埼玉県南部支部予選ベスト２４ 

＜家庭・地域との連携＞ 

・在校生保護者への授業公開を年２回実施。 

・中学生向けの学校説明会、個別相談会を年４回実施。 

・「岩槻区避難場所運営訓練」、「慈恩寺地区防災訓練」で本校が会場となり、生徒、教職員が運営に参加 

し、地域の人々との交流を図る。 

進

路 

R4.3 

卒業生 
四大 11 人 短大 3 人 専門 34 人 就職 60 人 

傾向 

・主な進学先：浦和大学、京都芸術大学、共栄大学、聖学院大学、人間科学総合大学、 

ノースアジア大学、文教大学、文京学院大学、流通経済大学、 

埼玉東萌短期大学、聖徳大学短期大学部、武蔵丘短期大学等 

・主な就職先：伊藤製パン㈱、㈱イハシエネルギー、埼玉県学校給食パン・米飯共同組合、

埼玉トヨペット㈱、㈱十万石ふくさや、㈱でんきち、㈱東武ストア等 

 

※R4 年度の資料です 



 


